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N
y
byocer
a
s
は
就
て

本
属
は

T
ro
e
dsson
氏
(toe.
cit
.
p
-
106)
が

N
.
b
e
k
k
er
i
T
.
を
基
型
積
と
し
て

A
ciiito
cer
a
s
の
亜
鷹
と

し

て創
設
し
ね
も
の
で
あ
る
が
其
後

F
oerstel
氏

(I)
enison
Un
iv
.
B
u
tt.
V
o
l.
X
X
V
,
)
9
30.p
.
2
7
7
)

は
之

を
掬
立
せ
る
属
と
寵

め
た
｡

T
ro
e
d
sson
氏
の
原
記
載
に
は

..B
r
e
vicon
ic
orth
oceracone
s

w
it
h
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r
g

e
v
en
trat
a
c
t
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o
c
e
r
o
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s
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h
unc
l
e
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b
u
t

s
e
p
t
a

o
f

d
o
r
s
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sideinbroadcontactwiththeannutationsbeneath."

とあるが､同氏の示す圃解は明らかにSeptatneckが垣-且っArmenoceras型であるから寧ろArmehocerasと比較すべきものであってActinocerasの並属と見るのは昔を失して居る｡本属がArmenoderasと異る教は背側の隔壁がsiphuncutarsegmentの上面に磨-接細したる後急激に外方へ折れ曲ってArmenoceras型の東きseptalneCkを形成して居る瓢である.隔壁は通常はsegmentの下面に接胸するものであるから右の現象は特異である.以上の如きArmenocerasとの近縁心注意しFoerst&Teichert両氏()930)が本属をArmenoceratidae科に特大せしめたのは常を得て居る.偽本属のventralseptumはArmenocerasと全然同じ性質聖不して居るd.即ちS品mentの下面にbroadcontactを夜したる後brim密着せるArmenoceras型のSeptatneckを形成して

居る｡

遠藤氏がFoerste氏の暗示によ-1NybyocerasjToersteiEndoとして南蒲洲本浜湖の五頂続から記載した79のはNybyocerasに非ずして新属と偲ばれる｡此者をTeichert氏(toe.cit.pp.)2),)3),145.)46.)64.Pt.X.ass.9.)0)もNybyocerasと訟めて居るが薮球由が薄錫で単にNbbyocerasの副特徴と重石ふべきsiphuncte内のendosiphonatkanatに基いで居るが之は侍未だ試論の余地があるものでNybyocerasの主特徴とするに足ら覆い.遮藤氏のN.foersteiE.ほ封する陶版は同一牒晶であるほ係らず若干加薬されたと見えて最初の論文二九三〇年)の縦断面囲(DenisontJniv.Bltl･Vot･XXV,Pt･60,fig.LA)と一九三二年の論文の縦断面固(UIS.N.Mus.Butt.No.)64.



p
I.･2
6,
jig
.
9)と
は
互
は
異
っ
て
潜
る
｡
即
ち
前
岡
で
は
背
明
の
隔
壁
十
佃
申
八
個
は

se町
m
en
t
の
下
蔽
打
接
触

し
た
.る
後
R
a
y
on
oceras
程
度
の
b
ri
m

の
間
隙
を
示
し
た

Septat
n
eck
を
形
成
し
て
居
て
'
磯
-
の
二
個
は
先

つ
下
の

segm
ent
の
上
矧
に
短
さ
接
触
を
夜
し
わ
る
後
､
上
の

se胡
m
ent
の
下
面
に
接
嫡
し
て
前
記
と
同
堺
の

septal
neck
を
形
成
し
て
居
る
｡
然
る
に

一
九
三
二
年
の
閲
で
は
背
側
の
隔
壁
は
十
胸
悉
-
後
の
場
合
即
ち
下
の

se町m
ent
に
短
接
胸
を
覆
し
た
る
後
上
の

segm
en
t
に
接
胸
す
る
如
-
播
か
れ
て
あ
る

｡
い
づ
れ
ほ
し
て
も
此
者

の

segm
entat
neck
及

septal
n
e
ck
は
明
か
に

N
y
byocer
as
と
は
異
っ
て
居
る
｡
即
ち
温
か
に
後
者
よ
-
ち

開

い
て
居
る
0
其
瓢
で
本
種
は
R
a
y
ono3eraSに
似
て
居
る
が
後
者
と
は
腹
側
の
隔
壁
の
性
質
が
著
し
-
異
つ
.V
居

る
｡
即
ち
本
種
の
腹
側
の
隔
壁
は

segm
ent
の
下
牛
部
重
機
に
虞
-
接
胸
し
て
居

わ
且
つ
該
隔
壁
は
腹
殻
壁
に
勤

し
で
急
角
度
に
斜
走
し
て
居
る
薦
め
'
腹
側
に
於
け
る
隔
壁
凹
度
は
甚
だ
大
で
あ
る
｡
絹
本
種
の
縫
合
線
は
殻
の
背

側
に
於

で大
を
る

tobe
を
作
っ
て
居
る
｡
又
本
種
は

ton
gi
cone
で
あ
る
が

N
y
by
o
cw
as
は

brevicone
で
あ
る
｡

斯
-
の
如
-
N
.
foerstei
E
,
は
著
し
く
特
典
の
性
質
を
有
す
る
か
ら
此
者
を
基
型
と
し
て
新
風

W
u
tinocer.asを

創
設
す
る
乙
と

托
し
た
い
｡
侍
該
基
型
種
の

siphuncte
の
位
置
は

su
b
m
argi
nal
に
近

い
｡

I'
小
林
氏
は
遠
藤
氏

(1oc.
cit..
)932,
p.
P
t.
fi
g
.)
記
載
の

A
r

menoceras
penh
siem
s
e
E
n
d
o
を

Nybyoceras

と
軍
功
で
串
間
解
(p
･
456
.
Pt･X
X
X
II,
fi
g.1
)
し
て
居
る
が
､
此
者
は

brevi
COn
e
と
は
考
え
難
-
且
つ
茨
に
記

す
如
き
差
連
動
あ
る
を
以
て

N
y
by
ocer
a
S
に
属
せ
し
ひ
る
乙
と
は
出
凍
夜
か
ら
う
と
瓜
ふ
｡
小
林
氏
の
同
版
に
就

七
見
る
ほ
此
者
の
背
側
の
隔
壁
は
先
づ
下
の

seg
m
en
t

の
上
面
に
接
近
し
わ
る
後
､

上
の

segm
ent
は
恰
も

Or計
Oceratoid
の
如
き
東
か
き
接
触
を
覆
し
て

Septat
n
eck
を
形
成
し
て
居
る
｡
然
る
に
腹
側
の
隔
壁
は
常
に

小
林
貞

一
邸
士
の
南
朝
酢
奥
的
紀
和
足
猫
研
究
に
劉
す
る
批
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半
の
se
gm
ent
の
下
線
に
稚
旗
-
接
触
し
て
居
る

｡
而
し
て
背
腹
両
側
典

に
sept
al
neck
は
規
Y
所
も
其

b
ri
rp

は

septum
に
接
輝
し
な

い
そ
明
か
に
間
隙
む
形
成
し
て
居
る

｡
故
に
此
者
の

septal
neck
は

A
rm
enocer
ap
租

で
な
-
て
峯
ろ

W
LLtin
o
cer
as′の
其
れ
に
近

い
｡
欽
…し
此
者
は

W

utinocer
asの
如
-
月
数
が
太
-
な

い
｡
叉
此
者

-切
腹
側
の
隔
壁
は

segm
ent
に勤
し
前
述
の
如

き
正
常
の
接
胸
を
夜
し
其
凹
皮
も
特
典
で
な

い
が
､
W
-u
tin
be&
a
s

の
腹
側
の
隔
壁
は
既
に
述
べ
欠
如
-
腹
練
か
ら
急
に
斜
下
し

segm
ent
の
側
面
中
央
附
並
か
ら
下

へ
か
け
て
甚

だ

顔
-
按
梱
し
且
っ
該
隔
壁
の
凹
皮
が
極
め
て
大
で
あ
る
鮎
等
で
他
属
と
は
全
然
興

っ
て
居
る
｡
以
上
の
如

き
性
質
を

有
す
る
属
は
従
来
未
だ
記
載

n
れ
ね
こ
と
が
な

い
故
に
本
種
を
基
型
と
し
て
新
鹿

P
a
r
a
r
･Y11en
O
Cer
a
S
を
創
設
す
る

乙

と
托
し
た

い
｡
遠
藤
氏
の
記
載
し
わ

A
ctin
o=
er
as
con
ca
m
m

.E
n
d
o
も
恐
ら
-
本
基
型
種
と
始
と
区
別
す
tq

iJ
と
が
出
端
を

い
が
暇
に

P
a
r
a
rm

enocer
a
s.concavu層
(
E
n
d
o
)

と
訟
め
て
置
Y

｡
相
遠
藤
氏
が
本
種
を

A

rnw
nocei･a
s
rich
thof
en
i
(F
rech)

は
比

較
し
カ
の
は
夢
を
失

し
て
居
る
｡

P
a
r

arm
en
ocerai
属
は

sep
ta:i

neck
TB
さ
を
以
て
暇
は

A
rm
enocer
a
tid
a
e
に
編
入
し
て
際
-
0

)
士

ハ

Shantungo
cer
a
s
に
就
く

.

.･
i
･I,
I

【Ⅶ
ロ前
故
所
載
の
種
属

一
腰
表
に
は

A
rm
enoceras
tatei
w
ai
K

を
其
俵
は
し
て
置

い
た
が
､
球
田
亀
富
民
が
山

.

束
省
章
邸
豚
胡
山
の
北
か
ら

採
集

n
れ
た
予
等
の
手
許
に
あ
る

楳
品
に
就
て
槍
す
る
と
､
此
者
は

1
両
に
於
で
は

A
rm
enocera
s
の
性
質
を
む
具
備
す
る
が

一
方
に
於
で
著
し
-
異
る
瓢
が
あ
ら
従

で

小

林
氏
自
身
既
に
疑
を
抱

い

て
居
る
如
-

A
rm
enocer
a
s

か
ら
分
離
す
る
の
が
妥
潜
で
あ
ら
う
と
考
え
ら
れ
る
.
此
者
は
束
亜
産
の

,O
b
r
to
･

ph芸
n
ite
と
し
て
は
大
型
の
も
の
で
我
斯
減
晶
中
の

.t
に
既
で
測
る
と
激

の
直
裡
六
二
粍
以
上
｡
･凝
93
一･
主
.6)輝
断



土
k

､蔑

す
るは
拘

ら
ず
隔
壁
間
隔
は
甚
だ
狭
-
僕
は
二
死
で
あ
を
｡
.
si
ph
ihcte
の直
駕
は
穀
種
四
五
粕
の
塵
品
で

二
二
粍
焼
で
あ
る
か
ら
比
政
的
細

い
が
､

se
gm
ent
at
n
eCk
は
洗
-
且
つ

平
行

で
あ

-
又

segm
ent
の
側
面
の

膨
ら
み
の
鞘
は
急
角
度
を
覆
し
て
居
て
短
か

い
｡
即
ち

seg
m
ent
は
機
房
の
方
向

へ
凹
面
を
向
け
た
皿
形
を
覆
し

て
居
る
鮎
が
最
も
特
異
で
あ
る
･｡
小
林
氏
記
載
の

A
r
m
en
o
ceras
ea.teiw
a
i
K

は
江
原
道
箪
越
郡
英
洞
些

三
陸

郡
黄
地
盤
の
斗
陶
峰
厨
よ
り
の
探
集
晶
で
あ
る
が
､
予
等
の
山
東
省
産
襟
品
と
著
し
-
近
似

L
V
居
る
｡
恐
ら
く
同

一
種
で
あ
ら
う
と
信
ぜ
ら
れ
る
か
ら
小
林
氏
の
右
の
種
を
基
型
と
し
て
新
鹿

S
h
a
n
tungoGbr
a
叫
.を
創
設
す
る
乙
と
.

ほ
し
た

い
O

C
r
i
c

k
氏

(G
eDt･
M
a
g.
･N･S
･
D
ec
･
J

V
.
V

ot,X,

1903.p.
4
8
)
)
が
山
東
省
か
ら

.G
o
n
iocer
a
s
sp
;tと
し

て
記
載
し
た
も
の
は
恐
ら
-

A

rm
enoce
ras
a8
.,
r
ic
hthoj
T6n
i

(F
.)
で
あ

わ
､
又

G

rabLu
氏

(P
a
).
S
in
ic
a.

S
er.
B
.
V
ot.
Ⅰ,
F
asc･)
.
)
9
2
2
.
p
.

92
,
P
t.
V
III
,

fi
g
s
.

l
l

a
.

b
)

の

G
on
i
ocer
a
s
shant
ungense
G
.
は

A
rln
enOCeraS
aH
･
1n
alW
hurien
s
e
(E
,)
在
る
べ
-

'

遠
藤
氏

(

toc∵
citl
p
.

)
0
9
,

P
t.

2
2
.

fi
g
.
4

)

の

G
o
n
io
cer
a
s
sp
･
in
clet･
は

A
rm
e

n
o
c
e
r
a
s

で
あ
る
｡
小
林
氏
(p
.
458)
も
従
凍

G
onioceras
と
し
て

兼
歪
か

ら
記
載
さ
れ
た
も
の
に
封
し
て
疑
問
を
抱

い
て
居
る
が
同
戚
で
あ
る
｡
･

lid
毛

敷
米
所
に
覗
輪
を
有
す
る

C
y
rtoch
ba
n
iies
に
就
て

Ⅶ
ロ'･小
楯
氏
が

T
of
an90Cer
a
S

hu
roniform
e
K

と
し
て
記
載
し
た
も
の
は
痩
輪
を
有
す
る

.C
y
rtbc
hoan
ite
で

siphuncul
ar
segm
ent
は
柵

い
が

H
u
r
on
ia
聖
で
あ
る
｡
英
断
で

T
ro&
d
ESOn
氏
の
創
設
し
た

E
s
kim
oceras

と
匿
別
ru
れ
る

｡
故
に
予
等
ほ
本
種
を
韮
型
と
し
て
新
屈

K
o
gen
oc･er
a
s
を
創
設
し
た
｡

小
林
貞

Q)群
士
の
揃
朝
鮮
奥
的
紀
軌
足
新
研
究
に
封
す
る
批
刑

三

宅
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地

球

第
二
十
円
懲

飾
五
雛

三

天

六

叉
遠
藤
代
の
記
載
し
た

C
y
cL70
cer
a
s
P
m
a
n
ch
u
r
ien
s
e
E
.
は

cy
rtoch
o
an
itic
s
ip
h
u
n

cte
を
有
す
る
か
ら

C
y
clocer
a
s
で
は
夜

U
Q
此
者
が

E
sk
im
ocer
a
s
と
遡
る
鮎
は
､
前
者
に
在
-
で
は
環
輪
が
殆
ど
水
平
に
建
て
居

-
而
7g
隔
壁
の
数
と
封
臆
し
て
居
る
が
､
後
者
は
あ
つ
て
は
環
輪
は
斜
走
し
術
も
環
輪
よ
わ
79
隔
壁
が
温
か
に
審
接

し
総
て
多
数
で
あ
る
鮎
で
あ
る
｡
之
等
の
特
徴
に
基
き
予
等
は

P
seu
d
esk
im
o
uper
a
s
在
る
新
属
を
創
設
し
た
｡
小

林
氏
が

C
y
clo
cer
a
s
ch
ik
u
n
ese
(a
.)
と
し

て記
載
n
れ
光
も
の
も
恐
ら
-

P
seu
desk
im
ocer
a
s
m
a
n
ch
u
r
ien
se

(E
･)
で
あ
ら
う
｡
E
sk
im
ocer
a
s
T
ro
e
d
sso
n

及
予
等
の
創
設
し
た

K
og
en
ocer
a
s

並
は

P
seu
d
e
sk
im
o
cer
a
g

の
三
層
は
墳
輪
を
有
す
る

cy
T
tO
Ch
o
a
n
itic
o
rth
o
cera
co
n
es

な
る
を
以
で
他
と
分
離
し
て
新
は

E
sk
im
ocer
a
･

tid
a
e
科
を
創
設
し
て
之
は

一
宿
す
る
rJ
と
ゝ
し
た

5,
｡

1ヽノ
文

Eu
k

uronia
に
就
て

nⅦ■ロ小
林
氏
が

S
ier
eop
la
sln
O
Cer
a
S
y
a
bei
K

と
し
て
記
載
し
た
も
の
1
頬

P
1.
X
X
IV
.fi
g

s.
2
.
3
は
不
完
金
を

襟
品
で
あ
る
が
､
恰
も
予
等
の
新
鹿

K
og
en
o
cer
a
s
に
見
ら
る
ゝ
如
き
形
状
の
sip
h
un
cul
ar
seg
m
en
t
を
有
す
る

特
異
を
も
の
で
あ
る
｡
H
u
r
on
ia

は

sip
h
u
n
cte
が
著
し
-
太
-
特
典
の
属
で
あ
る
が
'
前
記
塵
品
は

sip
h
un
cte

の
太
n
は
寧
ろ

S
a
cio
cer
a
s
程
度
で
あ
る
か
ら

H
u
r
on
ia

と
は
金
鉄
興
る
｡
se
oq
m
e
n
t

の
形
も

H
u
r
on
ia
と

S
a
cio
cer
as

の
中
間
型
と
見
ら
る
J
も
の
で
あ
る
｡
予
等
は
小
林
氏
の
右
の
種
を
基
型
と
し
て
新
鹿

E
u
h
u
r
on
ia

を
創
設
し
た
い
.

GiZl
十九

P
er
igr
a
買
1n
OCer
a.S
は
就

て

il
u

之
は
小
林
氏
の
研
究
に
直
接
捕
係
は
覆
い
が
前
鴎
の
(A
)
C
y
cloceraiidae
科
の
項
に
音
さ
落
し
ね
か
ら
附
言
し
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J
朱
塗
だ
空
相
貢
㌍韓

加
室
増
車
も
密
と
C
y
clocer

a
s
J
J
J
t｣
空
軍
か
寮
生
粟
e
㌣
感
吟
0
(寝
巻
Li
屑
轡
J
J
感
吟
望
E
I畢
e
謎
-
空
車
:FEE

増
す
)

童
吋
!i
報
雷
軽
さ
Li
悪
癖
若
堵
-｡
果
吋
嘩
!i
呑
纂
車
心
吋
''(
机
79
0
ぷ
叢
董
J
J尋
轄
n
忌
V
晦
-a
′
堂
7P
C
y
c
lo

-

cera
s
J
J
jj
an
n
ul
ate
A
lon
gi
con
es
昏
蜜
堤
史
呼
量
昏
惑
'ia
戒
ぐ
疋
0
輯
奥
Ⅱ
y
att
封
(188
3
)
望
C
y
clocera
s

頚
舌
と
S
p
y
r
ocer
a
s
(g
en
o
ty
p
e
:
&
th
ocer
a
S
CrOia
lu
仇
Ⅱ
al
l)
感
D
a
w
80n
OCera
S
(g
en
oty
p
e
:
O
r
th
ocera
s

a
n
机
.la
lu
m
S
ow
erb
y
)
か
壱
融
._)
慰
む
㌣
戒
吋
0
輔
盗
H
y
att
ぢ
Q
壕
心
粟
輿
滞
空
峯
tQ
JU
'

C
y
clocera
s
淑
'C
oy
:
"
th
e
tran
sv
ersely
striated
P
al
aeozoic
lon
gi
con
es,
w
h
ich
at
som
e
stag
e

of
g
row
th
h
av
e
an
n
ul
ar
costae.

"

S
p
yr
ocer
a
s
耳
y
att
:
"
th
e
lon
gi
tud
in
aliy
ri
d
g
ed
lon
g
lCOn
eS,
W
h
ich
at
som
e
stag
e
of
th
eir

bd･row
th
are
also
an
n
ul
ated
.
"

D
a
w
son
ocer
a
S
Ⅱ
y
att
:
"
th
e
ty
p
e
is
related
to
th
e
series
wi
th
larg
e
an
n
ul
ad
on
s
an
d

frilled
tran
sv
erse
striae,
som
etim
es
w
ith
lon
gi
tu
d
in
al
ri
d
g
es,
th
ou
g
h
th
e
y
ou
n
g
ill

O
rth
.
d
u
ice
B
aTr.
h
av
e
n
o
lon
gi
tu
din
al
ri
d
g
es."

葛
tQ
Li
寓
Li
輯
寒
貰
y
att
ぢ
(19
0
0
)
4-6i
Z
itte1-E
astm
an
n
:
T
ext-B
ook
of
P
al
aeon
tolog
y
Li
C
y
clocera
s

朗
'C
oy
心
棒
埋
荷
J
疋
麗
Li
埜
衷
心
-
F
oerst
ぢ
(19
24
)
昏
怒
蟹
車
時
局
-
肝
C
oy
軍
e
lon
gi
tu
d
in
al
ri
d
g
es

感
吟
褒
章
嘩
(C
y
clocera
s
sp
.
in
肝
C
oy
's
C
arb
.
F
oss.
irelan
d
,
18
44,
p
.
6,
fi
g
.
6
)
瑞
光
'C
oy
法相
露

貴
幸
喝
l
蕗
+
,Q
堰
寄
島
萄
窒
凝
暦
竣
粛
逗
留
ii
森
も
TO
吉
富

伸は
1
1



地

球

`

-
,

妨
二
十
四
番

妨
正
統

三三〇

A

れ
る
原
定
義
は
伐

つ
力
希

め
に
本
属
を
l次
の
如
-
限
定
し
た
｡

"
A

n
n
u
tated
orthocera
cone
s
a
n
d

cyrtoceracon
e
s
wi

t
h

d
is
c
o
n
tin
u
ous
ton
gi
tu
d
ina
l
ri
d
g
e
s."
･

此
定
義
に
依
る
と

Sp,yr
o
cer
as
並
び
に

D
aulSOnO
CeraS
の
或
者
と
の
障
別
が
剖
熱
L
を
-
在

っ
た

.
却
て

一

八
八
三
年

の

f
(y
a
tt
氏
の
最
初
の
定
義
が
正
し
か
つ
ね
の
で
あ
る
｡
然
る
は

一
九
二
四
年

Foe
rste
氏

(()e
mi

sDn

U
n
iv
･

B
u
ll･
V
o
l･
X
X
,
p
･

224
)
は
此
離
れ
る
ZIy
a
tt
氏
の

一
九

〇
〇
年
の

C
y
clo
cer
a
s
の
定
義
を
採
用
し
穴
馬

め
に
'
革
に

tr
an
slerSe
Stria
e
の
み
を
有
L

ton
gi
tud
in
al

ri
d
g
e
s
如
き
も
の
k

qycloce†
a
s
か
ら
分
離
せ

ぬ
ば
在
ら

粕
と
考
え

C
ycloceras
laevigatu
m
(fi
g
u
re
d
by
F
o
o
r
d
in
C
ar
b.
C
e
ph
.
Iretan
d
.

)
89
7
.
P
l.
5
.

A
g
s
.

),,
);)を
基
型
種
と
し
て

P
er
ig
r
a
m
m
o
cer
a
s.
を
創
設
し
ね
?
然
し
其
後
更
に

一
九
二
九
年

F
o
er
st
氏

は

既に
C
ro
n
e
is
氏
が
本
種
を
改
め
て

C
y
clo
cer
a
S
の
基
型
種
に
撰
足
し
た
罫
を
知

-
～
F
o
e
rste
氏
自
身
が
さ
き

に

P
er
igram
m
oceras
を
創
設
し
た
乙
と
を
獣
殺
し
て
C
roneis
代
に
従
っ
た
の
.で
あ
る

｡
之
を
要
す
る
に

C
yclo
･

cera
s
は
M

.
Coy氏
の
創
設
に
係
る
と
は
謂

へ
基
型
種
旦

不
ruず
異
屈
む
包
載
し
属
の
特
徴
が
棒
め
て
暖
味
で
あ
っ

た
の
む
､
H
y
a
tt
氏
()
∞
8
3)が
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
が
惜
し

い
我
氏
も
亦
基
型
種
を
奉
げ
在
か
つ
ね
｡
C

ro
rLeis

氏
が

C
yclocer
as
la
evigaium
M
.C
o
y

を
基
型
種
と
す
る
に
及
び
､
初
め
て

D
aw
son
ocer
a
s.
S
p
yr
o
cEr
aS
等

と
の

慣
別
が
明
瞭
と
な

っ
た
の
で
あ
る
.

Gip二十

O
r
th
o
cer
a
s
ch
in
en
se
F
o
or
d

に
就
て

iZq

小
林
氏
は
Y
al
e
大
草
に
於
で
此
者
の
楳
晶

に
就

き
詳
細
を
研
究
を
さ
れ
た
由
で
之
に
就
く
記
載
し
て
居
る
が

､
此

者
が
兆
し
て
O
r
th
ocer
as夜
-
や
否
や
を
吟
味
し
て
見
た
い
｡
(
八
月
淡
所
載
の
疎
儀
表
に
は
暇
に
其
櫨
に
し
て
置



･S
常
)
O
rth
ocera
s
ーt
t素
}
tf
尋
常
麿
省
}
崇
素
‡刈
｣
発
展
帝
早
場
ぐ
疋
e
加
1
ii
吊
1
せ
T
roedsson
,撃
(L
u
p
d
g

U
n
iv
.
A
rs.
N
,
F
.
A
v
d
..2,
B
d
･
27,
N
r･
16
j
造
粒
衰
ii
富
ghJ
J
O
･
regu
lare
S
cllloth
eim
加
増
郵
4
)⇒

}
O
rth
o
uneras
山
裾
e
竜
-
異
帝
｣
責
[3

"
straig
h
t
orth
ocon
ic
sh
ells
wi
th
lon
gi
tud
in
al
im
p
ression
s
of
th
e
liv
in
g
-ch
am
b
er.
E
x
teri
or

scul
p
tured
w
ith
tran
sv
erse
lin
es
of
g
row
th
,
fom
in
g
a
b
an
din
g
som
ew
h
at
sim
ilar/tp･一七主lat'irt

G
eison
oceras,
b
u
t
th
e
b
an
d
s
are
com
p
osed
of
d
en
sely
crow
d
ed
mi
n
u
te
lon
gi
tud
in
al
ri
b
s,
w
h
ich

a
re
esp
ecially
w
ell
sh
ow
n
on
a
slig
h
tly
.w
eath
ere
d
su
rface
∴
A
p
ertu
ral
an
g
le
sm
all.
A
ir

I
ch
am
b
ers
an
d
sip
h
un
cle
of
rh
ed
iu
m
si由
~;
S
ip
h
u
n
cle
cen
tral
or
su
b
cen
tral."

F
o
ord
ぢ
(1882
)
感
E
y
att
ぢ
(18
83
)
静
-k
g雇
愛
-u
J
t?某
富
田
敏
和
曇
･O
rth
ocQras
B
reyn
iu
s
ii
単
や
喪

や
策
B
rey
n
iu
s
喝
(17
32
)
曇
O
rth
ooeras
Q
博
覧
9
壱
継
柵
是
岬
ti
弓
や
ふ
補
討
壁
79
塾
生
鮮
量
ぐ
七
e
tJ
娼

吋
童
心
鎖
車
射
正̀
(
短
O
rth
oceras
B
reyn
iu
s
曇
嘩
噂
J
JJ
＼J
G
､額
潔
恕
是
奄
}
任
韓
t
J
戒
や
○
養
父
Li
n
n
aeu
s

a
`̀
S
y
stem
a
n
atu
llae
"
(17
58)
e
ヨ
堕
,S
彊
Q
噂
堤
中
iQ
tQ
量
･iD
l巽
e
空
尉
bi
尋
V
現
当
座
礁
rP
島
村
を

忘
短
央
ト
ふ
村
S
O
尋
}
鎖
車
と
粗
く
短
B
reyn
illS
野
望
謡
4r買
掛
Jr
tQ
ノ
O
r
thocera
s
e
allth
o.r
P
当
村
S
O

輯
憩
い
<
日
周
音
!i
斬
q
B
lain
ville
ぢ
至
O
r
u1-00era
s
regu
lare
g
rou
p
ヰさ
吋
79
e
ふ
壱
離
農
O
'嶺
聖
尊
命

e
O
rtb
oceras
t5
0
.
regu
ldr'e
S
ch
lo
.
'ia
瑚
討
里
中
1%
-,h
B
lain
v
ilte
ぢ
芯
au
tlLIOr
.tJ鳩
坪
山
心
耳
rpe
dsS?柵

当
Q
空
電
J
だ
毒
-
㌣
感
吟
0

I
号
轟
可
1
番
-H
Q
笹
寄
島
･*
重
諾
意
竣
義
最
鮮
12
霜
か
EQ
毒
冨

抑
=

i
i



地

球

第

二
十
四
魯

妨
五
純

量

7

一〇

触
る
は
F
o
o
rd
氏

(Catal.
F
c
ssI
C
eph.B
.
芦

PtL
.
1888.
p
.
)
0
0
)

以
東

Or
th
oeer
a
s
と
考
え
ら
れ
て

居
る

O
.
Ck
in
en
se
F
o
o
r
d

は
T
ro
e
d
sso
n
氏
が
定
義
し
た
標
定

O
rth
o
eer
a
s
B
la
inv
ille
の
特
徴
を
具
備
し
覆

い
特
異
の
も
の
で
あ
る
｡
即
ち
愈
建
華
氏

(P
al
.
sin
ic
a.
ser.
B
.
V
o
l,
F
asc,
2.
p
,

4
6
,
P
l･
tV
,
葺

S･

4A,

b
.･

Pl.
V
.
茸

S
.
7
a
ふ
‥
P
L

V
l,
a
gs.

ll.b,
21J

及
小

林
氏
の
記
載
を
見
る
に
､

数
の
表
面
に
は
三
'
四
本

の

rJ
ま
か
い

w

eak
tin
es
と
､
同
じ
-
三
'
四
本
の

st
ron
g
lin
e
s
と
が
交
互
し
て
居

も
且
つ
此

線
模
様

が
波
打

つ
t
,腹
側
で
は
下
方
に

sin
uos
を
量
し
て
居
る
｡
又
此
者
の
sip
huncle
は

tubul
a
r
で
あ
る
が

septal
n
eck
が

甚
だ
長
-

seg
m
en
t
の
平
分
に
及
ん
で
居
る
｡
叉
此
者
の
鰹
鼻
の
表
面
に
は

Or
i
hocer
a
s
の
如

き
im
p
r
essio
n
,

が
無
-
､
穀
の

tap
erin
g
も

O
r
tk
o
cer
a
s
よ
き
温
か
に
優
っ
て
居
る
｡
故
に
以
上
の
如
き
特
徴
は
基

さ
此
者
を
基

型
種
と
し

て新
属

S
inocerasを
創
設
す
る
rJ
と
の
必
要
を
認
め
る
の
で
あ
る
｡
愈
氏
が

守

th
o
cer
as
rud
u
n
b
Y
ii,

及

O
.
ch
in
en
se
v
a
r.
k
u
a
n
g
ch
ia
o
em
,se
Y
辞

と
し
て
記
載
し
た
も
の
は
い
づ
れ
も
本
属
に
編
入
さ
る
べ

き
も
の

で
あ
ら
う
｡

此
所
に
附
言
し
て
置

き
た

い
事
が
あ
る
｡
即
ち
ffy
a
tt
氏
(Z
ittell･E
a
st
m
an.T
e
x
t･B
o
o
k
o
f
P

al
aeon
tolo
g
y
s
･

V
ot.
)
.

(
9
0
0
,
p
.
5
)
7
)

の

O
r
th
oc
hoaniLes
の
定
義
に
は

=

Funnet
s.
as
a
rute.
b
o
th

10
n
g
er

and
st
raighter
than
in
C
y
rto
choanites."

と
あ
る
が

pO
r
th
oceras
の
基
型
種
な
る

O
.
r
eg
u
la
r
e
の

funnel
(septal
neck
)
は

T
roedsson
氏
が
注
意

し
カ
や
う
に
極
め
七
厘
-
'
却
で

C
y
r
ioch
o
a
n
iies
中
の

A
ctin
o
cer
a
s
夜
ど
の
方
が

fun
n
et
は
温
か
に
長

い
か

ら

3
u
n
n
et
の
長
短
に
依

で
O
rth
oeh
oan
ite
と

C
y
rt
ochoa
n
i外e
を
織
別
す
る
事
は
金
-
不
可
能
と
謂
は
夜
け
れ



ば
な
ら
夜

い
0
従
て
H
yatl
氏
が
奥
え
ね

O
r
th
ock
o
a
n
iie
の
原
定
義
中
ー
少
-
と
753上
越
の

.i
節

は
抹
倒
す

る
方

が
離
解
を
招
か
覆

い
棟

は
恩
ふ
｡
今
田
蕃
人
の
知
識
で
は
O
r
th
o
ch
o
a
n
iies
中
に
は
少
-
と
も

fu
n
n
et
に
就
て
謂

え
ば
次
の
如

旦
壷

が
含
ま
れ
て
居
る
0
即
ち

fu
nn
et
極
め
て
短
か

き
Or
th
ocer
asの
如
き

も
の
と
､
fun
n

el
甚

だ
長
-
轟
ろ

H

oLochoan
ite
と

O
r
i
hochoan
iie
と
の
中
間
型
と
n
え
考
え
ら
れ
る
塀
の
前
記

S
in
ocer
a
s
と
を
食

止
で
居
る
｡
後
者
は
或
は

Ch･th
och
o
a
n
iie
よ
少
分
離
し
て
新
ら
し
さ

O
Td
er
(或
は

S
u
b
o
rd
er
)
に
編
入
す
る

の
が
適
切
か
も
知
れ
な

い
が
此
可
否
に
就

い
て
は
更
は
今
後
の
研
究
に
譲

み
た

い
.

佃
小
林
氏
は
四

〇
二
質
に

fu
n
n
el
を

gn
n
eCtin
g
rin
g
と
同
意
語
と
し
て
使
用
し
て
居
る
が
之
れ
は
多
分
同

氏
の
沓
き
誤

-
で
あ
ら
う
O
fu
n
n
el
は
申
す
迄
も
夜
-
E
y
a
tt
氏
の
提
唱
以
衆

septal
n
e
ck
を
意
味
し
t

con
ne?

iin
g
rin
g

は

fu
n
el
に
蓮
甫
し
て
se
g
m

ent
の
W
al
i
変
形
成
す
る
輿
物
質
で
あ
る
｡
若
七

fu

nnel
が

p
r
ece｡d
い

tn
g
n
e
ck

を
越
す
轟
長
け
れ
ば
其
れ
は

H
oloch
oan
ite
で
あ
っ

て勿
論

O
r
thoceras
で
は
有

･ct得
を

小
事
に
在

る
O
Cid
三

線

宿

以
上
で
甚
だ
概
略
的
乍
ら
小
林
氏
の
南
鮮
奥
陶
紀
頭
足
粗
の
分
粗
に
封
す
る
予
等

の
見
解
の

一
報
を
逃
ぶ
る
と
共

ほ
併
せ
て
之
れ
に
踊
聯
し
て
若
干
事
項
に
就
て
略
逃
し
た
.

従
で
本
稿
の
内
容
は
批
判
た
る
と
共
に
顔
-

N
a
u
li･

1oid
s
研
究
各
般
に
梱
る
J
所
が
あ
っ
た
｡

小
林
氏
の
馨
げ
た
個
々
の
種
に
就
三

々
詳
論
す
る
飴
白
の
在
か
つ
ね

乙
と
は
遺
憾
で
あ
る
が
定

稿
は
寮
ろ
雅
楽
の
研
究
に
資
せ
ん
が
為
め
展
及
称
を
確
定
す
る
こ
と
に
重
鮎
を
置

い
た
｡

層
位
撃
的
方
面
の
問
題
は
他
の
棉
骨
に
譲
る
rJ
と
は
し
て
此
所
で
は
線
で
省
略
す
る
｡

小
林
貞

一
蝉
士
の
南
朝
鮮
奥
陶
紀
城
見
赦
郁
光
に
劉
す
る
批
判

墨

壷

二
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托

.

飾
二
十
四
各

節
五
雛

≡

凹

1
ニ

-
:

_

通
覧
す
る
に
小
林
氏
は
不
完
金
な
る
塵
晶
を
基
型
と
し
て
何
の
蹟
踏
も
を
-
新
種
新
屈
を
創
設
す
る
傾
向
が
あ
る

や
う
に
恩
は
れ
る
と
同
時
に
'

<E
方
に
於
で
は
其
反
封
に
異
属
或
は
異
種
た
る
革
明
瞭
寛
一る
場
合
に
も
同
･1
恩
威
は

種
は

一
括
さ
れ
て
居
る
場
合
が
見
受
け
ら
れ
る
.
或
は
又
同

<El
鷹
と
恩
は
息
IJ
も
の
を
異
わ
た
る
数
属
は
編
入
せ

し

め
ね
と
考
え
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
｡
斯
-
の
如
-
分
粗
方
針
が
統

一
む
敏
-
の
は
穏
儀
の
認
識
乃
至
限
定
が
厳
正
で

な

い
か
ら
で
あ
っ
て
､
其
薦
め
に
稀
に
近
似
顛
線
種
と
の
比
較
を
試
ひ
る
に
潜
っ
て
79
燦
々
皆
を
失
し
て
屠
る
?
蘇

に
分
数
の
態
度
が
粗
邪
で
数
練
と
の
比
較
夜
ど
も
殆
ど
試
み
な

い
鮎
は
ア
メ
-
カ
聾
者
に
燦
々
見
ら
る
ゝ
通
弊
と
同

一
徹
で
予
等
ほ
は
甚
だ
不
満
を
戚
ぜ
し
め
る
｡
経
て
斯
る
分
顛
方
針
に
基

い
で
成
ruれ
ね
小
林
氏
の
系
統
的
磯
連
に

踊
す
る
考
察

は
市
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
｡
小
林
氏
の
捕
鮮
奥
陶
紀
有
壁
物
研
究
は
過
去
十
年

に
亘
る
研
究
の
精
華
で
あ
-
､
其
間
之
に
闘
連
し
て
教
表
さ
れ
た
論
文
も
可
夜
-
の
数
は
上
っ
て
居
る
O
予
等
は
同

氏
の
好
撃
を
知
る
と
北
ハほ
賂
魂
の
研
究
者
の
参
考
の
碍
め
に
此

一
文
を
革
し
た
所
以
で
あ
る
｡
文
節
機
は
機
は
ざ
る
.

鮎
は
切
に
同
氏
及
葡
者
の
寛
恕
を
乞
ふ
｡
翻
予
等
は
光
正
の
奥
陶
紀
頭
足
類
研
究
に
替
わ
新
分
瓶
を
行
っ
た
結
果
現

在
既
に
次
の
如

p
,二
新
科
及
十
五
新
鷹
を
創
設
し
た
｡



小
柿
負

嘩
二ヒ
〝〉

帽
朝
鮮
奥
陶
紀

刀olochoanites I
助 doceratidaeⅡyatt

Subva.g空 oceraB.nOrn･nOV･(=K o加cerasKobayashinorLYabe)
Genotype:KotocerastypicumKobayashi

HemipilclceratL'daenov.
Hemwiloce,1laSgeTl.nOV･
Genotype:H.ellipticumgen･&sp･novI
Grat)lI,uOCeJ･aSgen.nOV･
Genotype:Ft'locerasplaiyve･yitrum Grabau
Liaotung｡cerasgen･novI
Genotype:Pilocera･qm anchurie17JSeElldo
Sut)penhβiocerasgen･nov.

預 Genotype:S.spindlejbrm,agen.&sp.nov.

& orthochoanites
桝 Ort7wceratid加 Hyatt

蔓 C.7JCl7,a:";SeL7ndeO三軍ilegy?ant'toT,?tVhJocera･-hine7WeFood

桑 pa怒 Iy?pc:1;asp?(e_iPnein?boOslt;0,;scBlo:Zr-a.sndOeViratm ,n,onRccd,
FToersteocerCLLSgen,nOV.
Genotype:CyclocerabLSelkirkense.(Wl一iteavcs)

TrocholiiidaeHyatt

EuraSiaか:eooerasgen.nov.
Genotype.･DiscoceraselLraSiaiioum Freclt

Cyrtochoanit.es
ESkimoceratidaenov.

Pseude8himocerasgen.nov,
Genotype:CIJlocerasP m anCh,urien8elhdo
KoHenOL3eraSgen.nOV･
Genotype:Tofan.goceraEghuroniformeKobayasi

SaLI,OCerai;idaeTroedsson

Euhur()niagen.nov.

Genotype:StereoplasmocerasyabeiKohyashi
ArmenoceratidaeFoerste

M7'llericerasgen.nov.
､Genotype:NybyocerasjberS去eiEndo
Pal'arm enOCeraSgen.nOV.
Genotype:Ar77WnOCeraSPenhsierT,SeREndo
Shan払n900eraSgen.nOV.

Genotype:Armen()cerasねt3iLOaiKobayaslli



地

政

･'

節
二
十
四
懸

第
五
蚊

蓋

..

7
円

着
け
的
し
て
は
別
稿

O
n
S
om
e
N
ew
G
en
era
o
f
O
r
d
ov
icia

n
CephalopodsofE
ast
Asia
其
他
を
参

照
5iFれ
カ

い
｡

八
月
親
所
載
の
種
属
衷
中
東
は
訂
正
す
べ
き
79
の
は
次
の
十
三
種
で
あ
る
｡

一
九
三
五
年
七
月
二
八
日
於
上
海
自

然
科
撃
研
究
所
地
層
撃
研
究
室

小 林 氏 の 稀 属 名 新訂正種属名

(追加)0ケ-thbceraslehindnseFoord SinoceraSChinense(Foord)

OrthocerasyiとiK. Tofalb900erag.gsp.indet.

OrlhoceraSreticulatu7nK.Gen.&sp.indet.

OrthoceraBnahamuraiE.Gen.&sp.indet.
(P1.XVIⅠ,尽gs.6-8)

0γlhocerasnahamuraiE.TofangocepαsFsp.
(Pl.XXV,ags.1,2)

Stereoplasmoceras DeirocerasFsp.
iofangioidesE.

StereoplasmoceragyabeiK.Gen.&sp一indet.
(Pl.XX,触S.1,2)

Sαctoceraseccentricum K.Deiroceras?BP.

SactoGeraSPrincepsK. Deirooeras?BP.

SactocerasshirakiiK. Deiroceras?

(P1.XXV,fig.6) sp.indet

SabiocerasshirakiiK. Ormoceras?sp.
(P1.XXVⅠⅠ,点gs.12,13)

Ormoceras.P Gen.&sp.indet,.
1LanumformeE,

Ormo岬4aSCrickiK.. Leurorthoceras?sp,

Armenoceras PcLrarmenOCeraS?

?ore叩icuuLⅠL eoreanicuJm(Ⅹ,)

Armenoeeras舌ateiwat,-E. ShantungoL:erastateiwai(K.)

Nybyoceras Pararmenooeraspenhsinen8B(a_)
penhsiense(Endo)



(≡)(完)(志)(志) (芸)(±)(九)(七) (五 )(≡)ド )
葦
者
の
優
は
賛
せ
ん

が
薦
め
左
は
本
翁
の
日
次
を
列
記
せ
･<
o

E

les
m
er
e
o
C
er
a
iid
a
e
科

の
創
設
(
小
林
氏
)
に
裁

て

P
aravaginoce
r
a
s
に
就
て

K

aw
asak
i
c
er
a
s

に
就
て

Si
g

m
OC
y
C
lo
e
e
r
a
s
に
就
て

T
r

och
o
lites
aきm
On
io
id
e
s
阿
.
に
就
て

Tofang
o
ce
r
a
s
に
就
て

K
o
ch
o
ceras
に
就
て

N
y
b
y
o
c
er
a
s

に
就
て

殻
表
両
に
恐
輪
を
有
す
る

C
y
r
to
e
h
o
a
n
ites
に
裁
て

P

e
r
ig

ram
m
oce
r
a
s
に
就
て

絶

紡

(寺)(文)(其) (苗)(宝)(十)(A)(六)(四 )(ニ)

En
d

oceras'
V
aginoceraS
及

CanberOCer
aS
の
構
別
に
裁

て

K
o
lo
e
er
a
S
に
就

て

S
a
clo
r
ih
o
c
er
a
s
に
裁
て

C
y
cloGera
tid
a
e
科

の
新
風
創
設
に
就
て

Sler
e
op
tasm
oce
ra
tid
ae
科
及

S
te
r
e
O
Plasm
oGeraS
に
就

て

S
a
c
b
Oe
r
a
S
,
O

rmocer
a
s
及
.
A
r

menocer
a
s
に
就

て

N
a
r
u
y
am
a
c.eras
に
就
て

S
h
a
n
Lu
n
g
o
c
er
a
s

に
就
て

E
u
h
u
r
o
n
ia

に
裁
て

O
r
th
o
o
er
a
s
c
h
in
en
s
e
F
o
o
r
d

に
就
て

(
完

)

小
林
貞

1
拳
士
の
掃
朝
鮮
奥
的

紀
珂
見
知
研
究
に
射
す

の
批
判

≡

7

1二
九


